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湖沼水質保全計画の概要

• 湖沼水質保全特別措置法第４条に基づく法
定計画

• 水質の環境基準（COD,全窒素，全りん※政
令で規定）の達成を目途としつつ、

• 計画期間内（原則５年）に実施できる対策効
果をもとに推計した水質目標の達成を目的と
する。

• 第５期計画 平成１８年度～平成２２年度

• 第６期計画 平成２３年度～平成２７年度
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琵琶湖の水質に係る環境基準点
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■測定地点
○ｐH、COD、SSなど
北湖…４地点
南湖…４地点
○全窒素、全りん
北湖…３地点
南湖…１地点
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琵琶湖の水質に係る環境基準
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■評価方法
○COD
北湖、南湖別に測定地

点の75％値の最大値
○全窒素、全りん
北湖、南湖別に測定地

点の平均値の最大値



１ 第１期計画からの目
標値と水質動向
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○0.0180.016全りん(平均）

○0.330.28全窒素（平均）

×3.13.6ＣＯＤ（平均）

×4.25.0ＣＯＤ（75％値）

南 湖

○0.300.25全窒素（平均）

○2.62.6ＣＯＤ（平均）

○2.92.9ＣＯＤ（75％値）

北 湖

達成状況目標値
H22年度
測定値

項 目

第５期湖沼計画の目標達成状況
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ＣＯＤについて

• １期から４期まで目標水質を達成できていない。
• ５期では、北湖のＣＯＤは目標を達成したが、低下

には至っていない。
• また、南湖のＣＯＤは、基準年の平成１７年度から

上昇した。

化学的酸素要求量（COD）（75%値）
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全窒素（Ｔ－Ｎ）について

• ３期計画以降は、負荷量の削減に伴い改善傾向に
ある。

• ５期では、目標水質を達成した。

全窒素（T-N）
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全りん（Ｔ－Ｐ）について

• 全窒素の動向と同じく、３期計画以降は、負荷量の
削減に伴い改善傾向にある。

• ５期では、目標水質を達成した。

全りん（T-P）
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第１期から第５期までの総括

陸域からの流入汚濁負荷量は削減され、窒素・
りんによる富栄養化の進行は抑制されてきた。し
かし、CODについては、低下傾向が見られない。

COD負荷量 全窒素負荷量 全りん負荷量
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２ CODが低下しない
要因について

11

12

琵琶湖琵琶湖におけるにおける水質水質汚濁メカニズムの汚濁メカニズムの
解明調査の状況について解明調査の状況について

（難分解性有機物の発生メカニズム）（難分解性有機物の発生メカニズム）

琵琶湖環境科学研究センター

2011．8．10 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
環境審議会水土壌・大気部会資料



琵琶湖における水質汚濁メカニズム
の解明調査の状況について

１．北湖における１．北湖におけるCODCODの課題の課題

２．水質汚濁メカニズム調査の概要２．水質汚濁メカニズム調査の概要

３．調査結果３．調査結果

４．結果のまとめ４．結果のまとめ
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琵琶湖に係る湖沼水質保全計画琵琶湖に係る湖沼水質保全計画 よりより
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10)
陸域からの陸域からのCODCOD負荷量の変化負荷量の変化

（湖沼水質保全計画資料より）（湖沼水質保全計画資料より）

微生物では分解されにくい微生物では分解されにくい
有機物、有機物、いわゆる、いわゆる、難分解難分解
性有機物性有機物の存在？の存在？

１．１．北湖北湖におけるにおけるCODCODの課題の課題
「陸域でのＣＯＤ負荷削減が進んでいるにもかかわ
らず、環境基準のＣＯＤが減少せず改善しない。」

北湖における有機物指標（COD、TOC、BOD）の経年変動
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国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所，(独)水資源機構

-1

BOD濃度は低下⇒
CODとBODがかい離
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【参考１】有機物の各指標と難分解性有機物の各指標と難分解性有機物有機物
～「難分解性有機物」と～「難分解性有機物」とのの関連の関連のイメージイメージ～～

有機物収支を精度よく把握できる有機物収支を精度よく把握できるTOCTOC（＝（＝DOCDOC＋＋POC)POC)で調査で調査

CODでは有機物の一部しか捉えられない
⇒全ての有機物の炭素を直接測る指標全ての有機物の炭素を直接測る指標 「「TOC TOC 」で把握。」で把握。
☆☆TOCTOC＝＝溶けている有機物（DOC）＋粒子状の有機物（POC）

＋＋

zy・・x・・gfedcba

金属など酸化さ
れる物質

＋＋

COD Mn

BOD 5

TOC 難分解性

バクテリアで5日間、
分解したときに、消
費される酸素の量

過マンガン酸カリウムで有機物
等を酸化分解したときに消費さ
れる酸素の量 (注）有機物の種
類によって分解される率が変わる。

全有機炭素有機物の種類

＝＝

＝＝
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（細菌相・現存量の変化）（細菌相・現存量の変化）

湖岸底質への接触機会減少

湖岸構造の変化

有機物分解率の低下有機物分解率の低下、、
北湖の内部生産構造の変化

NPNP比の変化比の変化

底泥からの溶出底泥からの溶出

難
分
解
性
有
機
物

難
分
解
性
有
機
物

((

疎
水
性
酸

疎
水
性
酸

・
・
フ
ミ
ン
）

・
・
フ
ミ
ン
）

田越灌漑減少田越灌漑減少
農薬の使用農薬の使用

人
口
増
加

人
口
増
加

湖
水
利
用
の
増
加

湖
水
利
用
の
増
加

底泥の泥質化底泥の泥質化

森林森林
森林構造の変化森林構造の変化

水
草
繁
茂

水
草
繁
茂

（分
解
物
）

（分
解
物
）

水鳥（カワウ）水鳥（カワウ）

舗装面積増加舗装面積増加

石油化学製品製造・使用石油化学製品製造・使用
化石燃料の使用化石燃料の使用

管理の問題管理の問題

排
水
処
理
（生
物
処
理
）

施
設
の
整
備

下
水
道
・農
業
集
落
排
水
処
理

有
機
合
成
資
材
の
使
用

有
機
合
成
資
材
の
使
用

（プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
化
学
物
質
等
） 降

雨
・

降
雨
・

粉粉
じ
ん
じ
ん

※発生量の大小、新
旧に関わらず列挙

※ｺﾞｼｯｸ体は、分析
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【【参考２参考２】】分解分解されされにくい有機物の発生源の推測にくい有機物の発生源の推測
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有機物管理手法の構築（項目・指針値→対策の要否）の検討

２
０
０
７
～
２
０
１
０
年
度

琵琶湖流域水物質循環モデル
・モデル改良、
・シミュレーション実施

琵琶湖流域水物質循環モデル
・モデル改良、
・シミュレーション実施

有機物収支の概要の提示有機物収支の概要の提示

琵琶湖における難分解性
有機物の分析法検討

琵琶湖における難分解性
有機物の分析法検討 内部生産関係調査内部生産関係調査有機物の特性(難分解性等)

把握調査

有機物の特性(難分解性等)
把握調査

有機物(難分解性等)のモニタリング
《生分解試験前後のＣＯＤ、ＴＯＣの
データセットの作成》

有機物(難分解性等)のモニタリング
《《生生分解試験前後の分解試験前後のＣＯＤ、ＴＯＣＣＯＤ、ＴＯＣのの
データセットの作成データセットの作成》》

発生源等水質調査
・工場、事業場系
生活系

以下の調査を県・国の関係機関で協力分担して実施

面源負荷量
調査

湖内・河川
水質調査

斜字：国実施

河
川
負
荷
量
調
査

河
川
負
荷
量
調
査

湖
内
生
産
の
変
化
が
及
ぼ
す

難
分
解
性
有
機
物
を
考
慮
し
た

有
機
汚
濁
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

調査研究結果の検討調査研究結果の検討

第６期湖沼水質保全計画、マザーレイク２１計画(第２期)

２０１１
年度
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２．２．水質汚濁メカニズム水質汚濁メカニズム解明解明調査調査の概要の概要

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0 50 100 150
days

T
O
C
(m
g/
l）

長浜沖
愛知川沖
今津沖
北小松沖

難分解性有機物の分析法について難分解性有機物の分析法について

100日以降TOC
の減少が見られ
なかった

難分解性有機
物は100日生分
解後に残存する
有機物と定義

琵琶湖水生分解試験経時変化
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分析方法（生分解試験条件）

１００日生分解期間

温度 20℃

光条件 暗（24時間）

活性炭槽 水スクラバー槽

テフロンチューブ

毛細孔

培養槽

シリコン栓
（通気性あり）

N2,O2
ボンベ

サンプル水

超純水

曝気（エアボンベ）水平振とう（60rpm）

湖水・流入河川水 点源・面源排水

植種・栄養塩・緩衝液とも添加なし 植種・栄養塩・緩衝液添加

19

発生源のモニタリング発生源のモニタリング

【【平成平成1919年度年度】】主に産業系を調査主に産業系を調査

業種中分類で業種中分類でCODCOD負荷量が多い事業場負荷量が多い事業場

【【平成平成2020年度年度】】生活排水系を調査生活排水系を調査

流域下水道処理水、農業集落排水処理水、流域下水道処理水、農業集落排水処理水、

合併・単独浄化槽処理水合併・単独浄化槽処理水

【【平成平成22１年度１年度】】補足調査補足調査

森林、畑地、ゴルフ場等

【【平成平成2222年度年度】】補足調査：単独浄化槽等補足調査：単独浄化槽等

モニタリング調査方法モニタリング調査方法

琵琶湖・河川モニタリングのの
モニタリングモニタリング

【【平成平成2020年度年度】】北湖および北湖流入主北湖および北湖流入主

要河川環境基準点の季節変動を調査要河川環境基準点の季節変動を調査

【【平成平成22１年度１年度】】北湖水深別（今津沖中北湖水深別（今津沖中

央）、南湖および南湖流入河川を調査央）、南湖および南湖流入河川を調査

【【平成平成2222年度年度】】湖沼水質保全計画策定に湖沼水質保全計画策定に

おける現況再現のための環境基準点調査おける現況再現のための環境基準点調査

【【平成平成1919年度年度】】分析法の検討分析法の検討

１００日生分解実施
↓

生分解前後のCODとTOC（＝DOC＋POC）を分析
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